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（５）(株)CF ホーム／(株)ハルタ建築設計事務所 

CLT パネル工法に対してロックウール断熱材を用いる新しい取り組みだったが、本事業で

施工方法を確立することができた。また、温熱環境の実測データを採取することができ、今

後も継続的に観測することができるため、CLT の外断熱工法による実測データを得られるこ

とが示せた。 

 

（６）前川建設(株) 

様々な工法での建築経験のある建築主が CLT パネル工法のモデル型建築を地域に開かれ

た店舗として建築することで、地域における CLT パネル工法の建築を周知するとともに、

木造建築に精通し著名な伊礼智氏の設計監修による CLT 建築の美しさや居心地の良さを体

感できる施設として、多くの訪問者が期待できる施設の建築を実施することができた。そう

した建築における CLT の意匠的メリットを考察した設計手法や施工管理、断熱性、気密

性、コスト縮減 に関するレポートをまとめ、同様の用途や事務所建築をはじめとする様々

な建築の参考となることを示せた。 

 

（７）ライフデザイン・カバヤ(株) 

CLT 中層化 project として、最大 12m の無中空間を可能とするウィングスラブ及び防耐火

対策に取り組み、6 層以下の CLT らしいビル設計を実現可能であることが示せた。被覆厚を

低減できること、及び 3 階建て以下で採用している 120 ㎜厚 5 層 5 プライの CLT(ラミナ厚

24 ㎜)まで認定範囲に含めることができたことで耐火建築のコストダウンに結びつくことが

示せた。ウィングスラブの施工コストは他工法と比較してまだまだ高いが、圧倒的な工期短

縮、DfMA の効果が期待できることが示せた。 

 

（８）銘建工業(株) 

本事業により、CLT パネルは移設、リサイクルに対応が簡単にできることが示せた。有事

の際に短期間で設置できるスキームがないことで、木造の応急仮設住宅は現段階では一般化

していない。高知県で行われたシンポジウムに展示した応急仮設住宅から小さな週末農業小

屋への転用設計実証としたが、有事の際に短期間で既に建てたこのような農業小屋・セカン

ドハウスに対し、各地に点在させておけば、簡単に移設が可能で、快適な仮設住宅が供給可

能であることが示せた。 

 

（９）社会福祉法人 光志福祉会／島田治男建築設計事務所 

 木造の準耐火構造としている本物件では主要構造部を石膏ボードで被覆することで準耐火

性能を確保しているが、デイサービスの生活部分は燃え代設計を行うことで構造の柱や梁、

CLT をそのまま現し、自宅で過ごすように温かみがありくつろげる福祉環境を創造した。振

れ止め以外の金属部（接合金物等）も準耐火性能を損なわないものとして、考え方や手法を

示すことが出来た。 
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（10）合同会社 TKG／（株）響建設 

当初計画していた 4 階建 CLT 集合住宅は、BIM によるワークフローや、耐火構造、防音対

策の検証など取り組んできたが、想定以上の金額となり、計画変更となった。しかし得られ

たデータを活かしながら、当初からテーマにしていた標準化プランに取り組み、3.6m モジ

ュールプランを考案した。標準化されたプランは、CLT が持つ耐震性・居住性の高さに加

え、低コスト化が可能であることを示すことが出来た。 

 

（11）昭和飛行機都市開発(株)／(株)フェニックスホーム一級建築士事務所 

 CLT をログ材として使用する丸太組構法は、セトリングによる壁高さが変化することのな

いノンセトリング構造とすることで、従来の丸太組構法におけるセトリング納まりの施工の

煩雑さを解消することにより、工期の短縮、施工コストの削減を行った。ノンセトリング構

造は、セトリングをしないことからメンテナンス手間を軽減し、建設後の維持管理費用を抑

えることが可能であることが示せた。 

 

（12）(株)加藤工機／(株)SALHAUS 

CLT 折板構造を屋根に採用することで、材積を抑えながらフレキシブルで居住性の高い執

務空間を得る方法を確立することができた。地方都市の民間企業営業所の計画において、一

般的な鉄骨+ALC 造と同等以下のコストで効果的な CLT の使用方法確立することが出来た。

建方開始から 13 日で屋根面の防水が完了し工程上の合理性が示された。街並みに対して開

放的な構えの建築の天井に使用することで、CLT 使用のアピールと景観形成への参加を示す

ことが出来た。 

 

（13）(株)エンゼルフォレストリゾート 

 本事業で得られた工法の検討ならびに施工データは、今後の一般住宅等の建設において

CLT を利用する際の事業計画（費用・スケジュール）の算定根拠になり、一般住宅等の施工

時における在来工法との接合方法・楊重計画・仮設計画における指標を示すことが出来た。 

 

（14）大和興業(株)／(有)阪根宏彦 計画設計事務所 

 本事業で得られた超短工期のデータは小規模から大規模建築の建方の工程、工事想定に活

用することが示せた。CLT+鉄骨ハイブリッドパネル構法の施工の合理化をさらに工夫し、総

合的なコスト縮減を進め、外装のユニット化も工夫を要する。CLT+鉄骨躯体の精度の差に対

し、外装はそれを包含吸収する技術が必要である。小規模から大規模建築まで、地域施工者

の普遍的な技術で、今後も CLT+鉄骨ハイブリッド構法は展開可能であることを示すことが

出来た。 

 

事業の実施に当たっては、別途規定した「CLT建築実証支援事業のうちCLT建築実証事業 

助成金交付規程」「CLTを活用した先駆的な建築物の建設等支援事業 実施手続き」に沿っ

て行った。各実証事業は助成金交付申請書の承認日から実施し、令和５年２月20日までに終
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了した。 

実施事業の成果は下記の成果報告会において報告した。今年度は提案事業が多いことか

ら、2日間の開催とした。成果報告会では、「CLT建築物事例集2022」を配布するとともに、

学識関係者と今年度の実施者を交えたパネルディスカッションを開催し、本事業の成果の普

及に努めた。 

成果報告会タイトル：－低コストで普及性の高い CLT 建築を目指して－ 

開催日 ：令和 5 年 3 月 6 日（月） 13:00～16:20 

令和 5 年 3 月 7 日（火） 13:00～16:10 

会  場：木材会館（東京都江東区新木場 1-18-8） 

報告形式：会場参加＋WEB を用いたオンライン報告会 

定  員：50 名（対面）+1000 名（WEB）（※各日） 

主催者挨拶（公益財団法人日本住宅・木材技術センター理事長 古久保英嗣）

来賓挨拶(林野庁林政部木材産業課木材製品技術室長 土居隆行氏) 
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実証実験名：LUPICIA ニセコヴィレッジ新本社棟新築工事の建築実証 

建築主等／協議会運営者：（株）ルピシアトレーディング／（有）ナスカ 
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１１．建築計画 

 
00. ハイブリッド・ワークプレイスの実現にむけて 
 東京から北海道ニセコ町への本社移転計画である。 
 コロナ以前から北海道への本社機能の移転は計画されており、ニセコ町の山間５万坪の土地には、ビール工房、野菜茶工場がす
でに建設されている。今後、従業員用の宿舎や豊富な水源を利用した一般の方も訪れることのできる親水公園などを整備してい
き、地域に開かれたある種のムラの様相を呈す。 
 国内外で100を超える店舗数を有するLUPICIAにとっての必要な機能として、すべての店舗情報を一挙に集約するヘッドクォー
タールーム、在宅勤務やオフィス勤務、そして、いつどこでどう働くかについての柔軟性を求める人の希望にも答えていく業務形
態、またそれを支えるための全国各地と瞬時に快適につながるネットワーク環境の整備等、新しいオフィス空間が求められた。 
 これまで通りオフィスに自分の固定デスクを持つ人もいれば、自宅からTV会議で参加する人もいる。週に数日は自宅で働き、
残りはオフィスで事前予約しておいた共有デスクで仕事をする人もいる。定時で仕事をする人もいれば、自由な時間で働く人もい
る。そのような柔軟性や順応性、雇用する側とされる側が主体性を共有するスタイルを象徴するモデルである「ハイブリッド・ワ
ークプレイス」を目指す。 
 
01. LUPICIA型ハイブリッド・ワークプレイスの実現 
 その時々の各々にとって最適な業務場所・環境を主体性を持って選択できる空間・環境をつくることが大切である。各々が各々
の風景を独占しながら仕事できるソシオフーガル的な環境を持つ、外縁部のカウンターやコンセントレイト・ブース、季節のよい
ときには軒下空間や中庭でのランチミーティングなど。また、求心的な円環状のプランは、物理的な距離を保ちつつも対岸の様子
も垣間見える心地よい距離感を提供する。 
 ハイブリッド・ワークプレイスを実現するにあたり、共同体としての企業のオフィス空間は、ますます重要性を帯びてくる。そ
れを実現する上で、オフィス自体があるべき姿とはなにか。それは、現実世界でのコラボレーションをより良くできる環境を整え
ること、そのコラボレーションの場にまた別の現実世界の人（リモートワーカー）が容易に参加できるシステムを構築することで
世界をひとつにし、ハイブリッド・ワークプレイスをバックアップできる最適な器をつくることであろう。 
 
02. 合理的で安心安全なCLTと軸組在来工法のハイブリッド 
 積雪が2mを超える北海道ニセコ町において、円形平面の平屋建ての本社を木造でつくる。 
 この大きな積雪量に対し、通常の木造在来軸組工法で設計すると屋根構成部材数が多くなるとともに、Ž工が複雑化し、外壁部
の必要壁長さも多くなる。また、大幅な内装仕上の発生とそれに伴う足場等の仮設工事、建方等を含めた工期の延伸による工事経
費の増加を見込む必要が生じる。 
 そこで在来軸組工法の必要な箇所をCLT部材に置換する計画を立案し、屋根及び外周円外壁にCLT部材を使用する。CLT部材を
使用することで施工を簡略化し、内装仕上げも省略しつつ、外周円外壁のみで必要な水平耐力を取ることによって、室内に耐力要
素を必要としないフレキシブルで開放的なオフィス空間を構成することができる。 
 放射状にカラマツ集成材の柱及び梁をかけ、耐震要素及び内装仕上げとして、CLT版を屋根及び外壁に配置するシンプルな構成
である。外周円外壁は、集成材の柱とCLT部材によりラーメン架構を形成する。CLT部材の端部には曲げモーメントによる引張力
が生ずることからGIR接合を、せん断抵抗には既成金物を用いた接合部とする。 屋根においても室内側にはCLT面を露出させ、
意匠的に美しく安価な接合方法を実現し、CLT部材の歩留まりをあげる方法を検討した。 
 
03. 風土に根ざし、エコフレンドリーな業務環境 
 耐雪型の屋根とし、断熱を十分に施すことにより、屋根の積雪を自然の断熱材としつつ、危険を伴う雪下しなどの労力の低減を
する。また、この場に働く人々に危険が及ばないようにするための雪庇に対する検討や高窓を利用した自然通風・換気経路の検討
などを北海道立総合研究機構と協働し、この建築形状が有害な雪庇や吹き溜りが生じにくいことを降雪風洞実験により確認した。
気象データ、風洞実験等から克雪を含む建築環境や空調熱源についての検討を行い、エコフレンドリーなオフィス建築の創出を目
指す。 
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実験後の状況 
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２２．構造計画 

（１）構造概要 

① 平面計画 

計画建物は地上一階建て約 600 ㎡の木造建築で，半径 16.5m の外周円と半径 8.5m の内周円により区切られたドーナッツ状の

平面を持っている。当該敷地の設計用積雪深は 2m を超え地震荷重にも積雪荷重が加算されるため，設計用せん断力は平面に対し

て大きなものとなり通常の木造在来軸組工法では多くの耐力壁が必要となる。しかしながら建築の機能としては空間が連続したオ

フィスとする必要がある。 

そこで在来軸組工法の一部を，耐力・剛性の大きな CLT 部材に置換する計画を立案する。具体的には建物外周円に CLT 部材を

使用したラーメン架構を構成することで外壁部分だけで必要な水平耐力を確保し，室内に耐力要素を必要としないフレキシブルで

開放的なオフィス空間を構成することができる。また屋根にもCLT部材を用いることで積雪に対し安全で，水平荷重に対して剛強

な水平構面を構成している。 
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②② 外周円面内ラーメン架構概要要 

主として水平力を負担する外周円部分は，集成材柱：2 本 x120x390 の弱軸と CLT 部材：Mx90-5-5 によりラーメン架構を形成

する。CLT部材の端部には曲げモーメントによる引張力が生ずることからGIR接合を，せん断抵抗には既成金物を用いた接合とす

る。 

集成材柱は下部の RC 基礎部分で固定されモーメント抵抗接合となっている。施工方法としては RC 底盤打設後に木架構の建て

方を実施，その後柱側面を型枠として RC 立ち上がり部分を打設する方針である。型枠となる柱表面には適切な養生を施す。既製

品柱脚金物と RC 立ち上がり・アンカーボルトを用いることで，木材加工が容易で経済性に配慮したモーメント抵抗接合柱脚を実

現している。 
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③③ 外周円面外ラーメン架構概要要 

外周円架構は面外方向においても水平力を負担する。建物円周方向の荷重に対し CLT 小口の圧縮力と CLT 接合部の GIR 引張

力によるリング効果により柱の固定度を確保し，柱部材自体がピン接合でもモーメント抵抗させている。この際接合部には軸力と

せん断力が同時に作用するが，これらの相互効果による接合部の性能は明らかとなっていない。
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02. 
「令和 3年度 CLT を活用した先駆的な建築物の建設等支援事業 」における設計実証・性能実証
で得られた成果の実際の工事への援用を主題とし、得られた成果を達成するための合理的な建
方方法や仮設計画の検証 
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施施工・搬入レポート 
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建建方作業（施工工程）フローチャート 
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03.  
CLT 屋根に適した防水納まりの検証 
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屋屋根防水についてのポイントを以下に記す。 
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03.  
CLT と取り合う建具の納まりの検証 
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CCLT と取り合う建具の検証 

 

CLTと取り合う建具の納まりを検証する。 

当初案（実施設計段階）では、AL型材をガラス封着部に差し込み、CLT側にアングルピースを固定しておき、現場でアッセン

ブルする方法を検討していた。 

強度的には問題はなかったが、封着部が大きくなることに加え、ガラスとCLTとのシールも含めると、黒い枠の部分が大きくな

りすぎる意匠上の問題が生じた。 

そのため現場で、専門業者及び施工者と検討を進め、CLTをラミナ１枚分（30mm）掘り込んで上枠を形成し、ガラスを差し込

む納まりとした。その際、構造的なクリープ（5mm程度）を検証した上で、クリープクリアランスを14mmとして設定した。 

内周側のガラス建具は、梁を避ける変形ガラスとしつつ、上下+片側の３辺支持としてガラス厚を設定し、下枠はRC躯体欠き

取り枠+スチールアングル押縁とし、片側は、柱と同寸の木押縁として固定した。 

外周側下部のガラス建具は、上部を木枠、下部を鉄枠、両脇を120角の木押縁として４辺支持としている。 

外周側上部及び外周側合わせ柱間のガラス建具は、上枠をCLT掘り込み枠、下部をスチール枠、両枠を120角の木押縁として

４辺支持としている。 

 

CLTの掘り込み枠とすることで、内外がスムーズにつながる意匠とすることが可能となり、柱と同寸の木押縁は、構造部材では

ないものとして割り切り大胆に外部に露出することができ、シンプル且つミニマルな納まりを実現できた。 
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05.  
当該建物を RC 造で置換した際のコスト比較及び、意匠納まり、施工メリットの把握 
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本計画は、木造・内装木質化と北海道産材の仕様は、本計画の条件であり、在来軸組工法と CLT のハイブリッド工法により、建

方日数の縮減、構造と内装仕上の兼用、また、それによる仮設工事の縮減等を検討していった。 

その工法に比較して、一般の RC 造とした場合のコスト比較、意匠納まり、施工メリットの把握を行う。この比較においては、

設計条件である内装木質化は行っていないが、結果として、コスト的にはほぼ変わらない結果が得られた。自重の増加による基礎

関係、断熱補強、内装下地及び仕上、仕上用足場等の要素による増額が顕著である。また、これらに伴う工期延伸による直接仮設

工事、共通費の増額が生じたことが要因である。 

 

 

 以下、それぞれの工法の各工種におけるコスト比較及び要因を示す。 

  

直接仮設工事 

 ・支保工の増大・仕上げ用内部総足場の増大・外部足場期間延伸 

土工事・地業工事 

 ・基礎増大に伴う増額 

コンクリート工事（鉄筋工事含む） 

 ・自重増加に伴う基礎コンクリート量の増大・壁及び屋根のRC化に伴うコンクリート量の増大 

型枠工事 

 ・基礎、壁、屋根コンクリート化に伴う数量の増大 

CLT 工事 

 ・中止に伴う現象 

防水工事（屋根工事含む） 

 ・断熱補強による増大 

木工事 

 ・中止に伴う現象 

建具工事 

 ・増減なし 

金属工事 

 ・増減なし 

外装工事 

 ・断熱補強による増大 

内装工事 

 ・増減なし 

共通費 

 ・工期延伸による増大（RC造 10ヶ月想定） 
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